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令和７年度２回蓮田市上下水道事業審議会会議録 

 

日時 令和７年８月１９日（火） 

午前１０時００分～     

会場 蓮田市浄水場        

管理棟新館２階会議室    

 

〈出席委員〉采澤修八会長、秋山敦副会長、大澤正見委員、菊池義人委員 

黒田みどり委員、鈴木貴美子委員、髙橋智委員、 

爪川京子委員、冨江寛二委員、中野拓治委員、山崎正平委員 

〈事 務 局〉山口市長、中田上下水道部長、原田水道課長、 

岡田下水道課長、山岸水道課主幹、萩原水道課副主幹、 

末廣下水道課副主幹、武下水道課主査、渋谷下水道課主事 

 

〈傍 聴 者〉なし 

１ 開 会                       岡田下水道課長 

２ 会長あいさつ                   采澤会長 

３ 市長あいさつ                       山口市長 

４ 議 事          

（１） 下水道事業の経営改善について           末廣下水道課副課主幹 

（２） 下水道使用料について              中田上下水道部長 

（３） 下水道使用料の改定について（諮問）       渋谷下水道課主事 

（４） その他 

 

       

５ 質 疑 応 答                    

６ 連 絡 事 項                   岡田下水道課長 

７  閉        会                                      岡田下水道課長 
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議事（1）についての主な質疑応答 

  

委 員：経営改善として人件費を削減する事は理解したが、今後若い技術者の確保が

非常に大きな課題になっていくため、やはりこれからは逆により人員を増や

して、技術者を確保していかないと経営維持ができないと思う。これから使

用料をメインで話していくと思うが、技術者が不足しているのは明らかであ

るので、やはり使用料を検討する上で、人員関係も含めた、経営改善を進め

ていただくのはいかがか。人員が 9人というのは、一人一人の負担が非常に

大きい状態である。 

 

事務局：技術者不足と育成環境の整備が地方公共団体の課題となっていますが、蓮田

市では職員を効率配置しながらコスト抑制の定員適正化計画を進めている状

況です。技術職員の育成環境改善は、多くの市町村が共通課題としていると

ころですが、実現のためには、市民の皆様のご理解をいただくことが重要と

考えております。 

 

委 員：料金徴収の効率化について、徴収方法についても検討されていると思う。現

在は、主に納付書等の印刷物を郵送して徴収しているが、スマートフォンで

支払いが完結できる等、できるだけ事務的な効率を図ることで、郵送料や徴

収コストを下げるための具体的な対応を考えているか。 

 

事務局：水道・下水道事業の使用料納付では、口座振替が最も安価で 1 件あたり約

10 円と低コストです。一方、コンビニ納付やアプリ決済は利便性向上や収

納率向上に一定の効果があるものの、1 件あたり 73 円超とコストが高くな

っています。 郵送対応も印刷費や封筒代、郵送代、人件費がかかり、さら

に高いコストとなります。  利便性向上、コスト削減、事務効率化をすべて

実現する方法を見つけるのは難しく、例えばクレジットカード支払いの導入

はコストが非常に高く選択しづらいです。今後は利便性とコストのバランス
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を考えながら、最適な納付方法を検討・研究していきたいと考えています。 

 

議事（2）についての主な質疑応答 

委 員：令和 6 年度の収益的収支は、差損益 5600 万円の黒字であるが、経費回収率

の観点では汚水処理費に対する、（基準外の）繰入金を除いた下水道使用料

の割合であり、73.38％となっている。 繰入金には、本来一般会計における

下水道以外の市民生活の向上のための費用も含まれているため、繰入金への

依存を減らし、収益的収支の改善や経費回収率を向上させることが今回の使

用料の改定の目的として考えてよろしいか。 

  

事務局：お見込みのとおりです。繰入金の中には、前回ご説明した総務省の示すとお

り一般会計で負担すべきものと基準外のものが含まれております。経営上は、

経費回収率 100％以上を目指すため、基準外の繰入金をなくしていくことを

目指すべきであるという考え方でございます。 

 

委 員：経費回収率を 100％以上目指すとすると、改定率としては 30％になることも

考えられる。他市の状況を見ても 20％ぐらいでもあるため、下水道使用料

の負担の方向性についてよくご検討いただけないか。 

 

事務局：次回以降の上下水道事業審議会で、下水道使用料改定のシミュレーションし

た素案を委員の皆様にご提示させていただきますので、基本使用料・基本水

量・逓増性等といった多面的、多角的視点から議論を深めてまいりたいと思

います。 


